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　中央大学図書館の館長の任期は、規定では 2 年となって

いますが、実際には、もう一期、務めるのが慣例となって

おり、わたしの場合も 2011 年４月からさらに 2 年、この

職務を続けることになりました。

　2009 年の就任の際には、わたしのような者が図書館長

の重責に耐えられるのかどうか大いに不安でしたが、図書

館のスタッフの方々に支えられ、ここまでどうにか恙無く

くることができました。まず、そのことを心から感謝した

いとおもいます。

　さて、図書館長就任にあたって書いた「あいさつ」（本誌

第 13 号）のなかで、わたしは「電子媒体」と「紙媒体」の「デ

スマッチ」という状況にあって、これからの時代の主役は「電

子媒体」であり、大学図書館は、その伝統的な役割を終え

ようとしているとの議論に対して、両方のバランスをとる

ことこそ、図書館についても、さらに、学生にとっても大

変重要なのだと説きました。

　それから 2 年、いよいよ電子書籍が本格化してきました。

にもかかわらずではなく、むしろ逆に、そのようなバラン

ス感覚を涵養することが大学図書館の最大の使命であると

の確信をますます強めました。

　無下に技術の進歩を否定しようというのではありません。

現に、この原稿もパソコンで書いているわけですから。問

題は、繰り返しになりますが「バランス」です。いくら逆

立ちしようと、パソコンが本に完全に取って代わることは

まず考えられないからです。映画とテレビの関係だと言え

ばよいかもしれません。

　たしかに学術雑誌は、今、どんどん電子化されています。

これは、まさに「雑」誌であるがゆえに、という側面があ

るからです。ひとつの号に掲載されたすべての論文を読む

ひとはごく少数であって、大半はそのうちのいくつかを選

んで読んでいるはずです。そして電子雑誌の場合も、その

論文をきちっと読もうとすれば、プリントアウトするのが

一般的だとする調査結果もあります。

　本についても、その一部分だけを読む、あるいは、検索

するだけであれば、電子媒体で十分であることは言うまで

もありません。しかし、問題はある一定以上の分量があり、

しかも内容の詰まった本を電子媒体の画面上で「読み切る」

ことが可能かどうかなのです。

　たとえば、わたしはお笑い芸人の高田純次の大ファンで、

その『適当日記』（ダイヤモンド社）も買っています。出版

図書館、そして司法試験と箱根駅伝
−図書館長再任にあたって−

図書館長　見市　雅俊（文学部教授）

されたのは2008年で、

定価は 1000 円。いか

にもマニアックな本で

す。それが昨年、突如

として大ブレイクした

のです。その電子版が

発売になり、ダイヤモ

ンド社のホームページ

には、「iPhone アプリ

の電子書籍カテゴリだ

けでなく有料アプリ全

体で総合１位を獲得」とありました。定価は 350 円。これ

はこれで、洒落ですむのですが。

　予想される最悪のシナリオはつぎのようなものです。本

がどんどん電子化され、安価で購入できる、あるいはネッ

ト上で、ただで読めるようになる。しかし雑誌論文とは違っ

て、画面上の本を全部プリントアウトすることはせず、読

むにしても、大なり小なり「拾い読み」にとどまる。しかも、

ただで、あるいは安価で入手できることがわかっているか

ら、本そのものを手にすることはしなくなる。かくして読

書する文化、そして能力、ひいては「知的耐久力」そのも

のが衰微してしまう。その兆候はすでにみえているのでは

ないでしょうか。

　最後に、中央大学は、2010 年に創立 125 周年をむかえ

ました。そこであらためて、本学の設立趣意書をみてみると、

開校の目的が次のように書かれておりました。

数多ノ英米法学者相集マリテ英米法律ノ全科ヲ教授シ、

其書籍ヲ著述シ、其法律書庫ヲ設立スルノ目的ヲ以テ本

校ヲ設置ス

　「書庫」、すなわち図書館をもうけることがしっかり明記

されていたのです。感激しました。

　２年前の就任のあいさつでは、さすがに控え目に「司法

試験と箱根駅伝と、そして図書館」としました。しかし、

再任にあたってはそのような遠慮はもういらないとおもい、

そこで図書館を先頭にもってきました。本学がこの厳しい

時代に生き抜くためには、全構成員がそのような認識を共

有することが肝要である、と信じるからです。
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　1885（明治 18）年に「英吉利法律学校」として誕生し、昨年（2010 年）、創立 125 周年を迎えた本学はその長

い歴史の中で数多くの卒業生を輩出してきました。学問の「実地応用」を旨とし、もっぱら堅実な学風で知られてい

ますが、中には文学・映像などの世界でも多くの先輩たちが活躍されています。

　本号では、その中でも和田芳恵（直木賞作家）、北方謙三（ハードボイルド作家、歴史作家）、浅田次郎（直木賞作家、

杉並高校卒）、鷹羽狩行（俳人）、相米慎二（映画作家）の五人の皆さんを取り上げ、そのプロフィールと共に著者自

筆サイン入り本、自筆原稿など当館の所蔵する多くの資料を紹介いたします。

　また、本号の刊行に合わせて 4 月よりほぼ二ヶ月間、「中央大学出身の作家たち」と題する企画展示も開催し、皆さ

んに実際に現物をご覧いただきたいと思います。展示では、今回取り上げた五人の作家たちのほかに逢坂剛（直木賞

作家）、石原八束（俳人）、志茂田景樹（直木賞作家）、岸田理生（女性劇作家）などの自筆サイン入り本、自筆原稿、

自筆色紙など普段は「貴重書庫」で眠っている資料と併せて、去る 1 月、第 144 回直木賞に輝いた木内昇（文学部卒）

の『漂砂のうたう』の著者自筆サイン入り本も展示いたしますので、お友達お誘い合わせのうえ是非ご覧下さい。

　皆さんと文学の世界に生きる先輩たちとの出会いを楽しみにしています。

特集 中央大学出身＊の作家たち
＊本学付属の高校出身者を含む

和
わ だ

田　芳
よ し え

恵
【生没年】

1906年(明治39年) ３月30日（戸籍面４月６日）－

1977年(昭和52年)10月５日

【本学との関係】

1931年(昭和６年)法学部独法科卒業

【代表作または受賞歴、経歴など】

1956年　『一葉の日記』で日本芸術院賞受賞

1964年　『塵の中』で第50回直木賞受賞

1975年　 『接木の台』で第26回読売文学賞

小説賞受賞

1977年　 『暗い流れ』で第９回日本文学大賞

受賞

1978年　「雪女」で第５回川端康成文学賞受賞

　北海道胆振国山越群長万部村字訓縫（現、長万部町国縫）に生まれる。11歳で新聞配達をして家計を援助し、15歳で小学校

の代用教員となって生活費を実家に送るなど、幼い頃から苦労人であった。

　1925年、中央大学法学部予科に入学。大学時代は学生新聞『中大新報』に文芸面で協力した。卒業後は新潮社に入社し大衆雑

誌『日の出』の編集者となるが、10年後に退職。その頃から『三田文学』に「樋口一葉」を連載し、樋口一葉の研究に没頭する。その

後、大地書房より中間小説雑誌の魁である『日本小説』を創刊。１年後には日本小説社を興して『日本小説』を続刊。しかしその翌

年、会社は倒産し膨大な負債を背負う。高利貸しから逃れるため長い潜行生活を送った。

　文筆活動再開後、1954年から４～５年の間には、樋口一葉について多くの評論・伝記を執筆し、樋口一葉研究の権威となる。

中でも50歳で刊行した『一葉の日記』では日本芸術院賞を受賞している。

　57歳で作品集『塵の中』で直木賞を受賞。その後しばらく原稿依頼の少ない時期が続き、ようやく69歳で『接木の台』で読売文

学賞、71歳で『暗い流れ』で日本文学大賞を受賞する。短編小説の名手として知られ、晩年は肺気腫を患いながらも精力的に執

筆活動を行い、71歳でその生涯を閉じた。死後も相次いで作品が刊行され、「雪女」には川端康成文学賞が贈られた。本学では未

発表草稿「小説・永井荷風」（写真左）を所蔵している。

『雀いろの空』（1978.4 中央公論社）

より転載

草稿「小説・永井荷風」
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浅
あ さ だ

田　次
じ ろ う

郎
【生年月日】

1951年（昭和26年）12月13日

【本学との関係】

1970年（昭和45年）中央大学杉並高等学校卒業

【代表作または受賞歴、経歴など】

1995年　『地下鉄（メトロ）に乗って』で第16回吉川英治文学新人賞受賞

1997年　『鉄道員（ぽっぽや）』で第117回直木賞受賞

2000年　『壬生義士伝』で第13回柴田錬三郎賞受賞

2010年　『終わらざる夏』で第64回毎日出版文化賞受賞　等

　裕福な家庭環境のもと幼少期を過ごすが、10歳の時、家が破産し一家離散の窮

地に追い込まれる。父と母は各個に失踪し、３歳年上の兄とともに遠縁の家に引き

取られた。

　子供のころから本が好きで、授業が終わると必ず図書室へ行き本を読んでいた

という浅田は、小学生のころから小説を書き始め、中学１年生の時、小説家になろ

うと思い、「小説ジュニア」（集英社）に小説を初投稿する。

　中央大学杉並高校での思い出は、彼のエッセイ集である『勇気凛凛ルリの色：福

音について』や『つばさよつばさ』で紹介されている。高校卒業後、浪人生活を経て、

三島由紀夫の自決に影響を受け自衛隊に入隊する。

　除隊後は、ギターの弾き語りや、ブティックの経営など様々な職業を経て、40

歳（1991年）、『とられてたまるか!』でデビューする。

　1995年、『地下鉄（メトロ）に乗って』で吉川英治文学新人賞を受賞後、『鉄道

員（ぽっぽや）』で直木賞を受賞する。極道小説から都会小説、歴史小説、ミステリ、

エッセイなど幅広く活躍している。「鉄道員（ぽっぽや）」（1999年）をはじめ、「天

国までの百マイル」（2000年）、「地下鉄に乗って」（2006年）など数多くの著作が

映画化されている人気作家である。

北
き た か た

方　謙
け ん ぞ う

三
【生年月日】

1947年（昭和22年）10月26日

【本学との関係】

1973年（昭和48年）法学部卒業

【代表作または受賞歴、経歴など】

1983年　『檻』で第２回日本冒険小説協会大賞日本軍大賞受賞

1984年　『渇きの街』で第38回日本推理作家協会賞長篇部門受賞 

1985年　『明日なき街角』で第５回日本文芸大賞受賞 

2009年　第13回日本ミステリー文学大賞を受賞　等

　1947年佐賀県唐津市生まれ。父が外国航路の船長だったため、幼少期より面会のため

にたびたび横浜を訪れており、その頃に酒と売春と麻薬のはびこる猥雑な港町を見た経

験が後年のハードボイルド小説に繋がっていく。10歳の時に川崎へ転居し、1967年中央大学法学部入学。在学中は学生運動

と同人活動に明け暮れた。

　1970年『明るい街へ』が文芸雑誌『新潮』に掲載されデビュー。1973年に卒業後はＰＲ会社で働きながら創作活動を続ける。

1981年、初のハードボイルド作品『弔鐘はるかなり』が人気を得、『眠りなき夜』（日本冒険小説協会大賞、吉川英治文学新人賞）、

『檻』『友よ、 静かに 瞑れ』（いずれも直木賞候補）でハードボイルド作家としての地位を不動のものとする。

　1989年『武王の門』で歴史小説に挑戦し、『破軍の星』（柴田錬三郎賞）、『楊家将』（吉川英治文学賞）と意欲的に作品を発表。『三

国志』（全13巻）『水滸伝』（全19巻、司馬遼太郎賞）など大長編小説にも活躍の場を広げている。

　また、1986年から青年誌『ホットドッグ・プレス』に連載した人生相談「試みの地平線」（後に講談社より文庫化）は、叱咤と愛

情にあふれる独特の回答が若年層に支持され、16年に渡る長期連載となった。

中央大学杉並高等学校での講演会（2002年）にて

提供：北方謙三事務所

　中央大学杉並

高等学校には、第

45期生の卒業記

念（平成22年2

月）として、浅田

次郎の揮毫にな

る「一以貫之」を

刻んだ文学碑が

建立されている。

　「一以貫之」は、

論語を典拠とし

て、浅田の代表作の一つ『蒼穹の昴』にも引用

されている句であり、一つの信念を貫き通す

という意味がある。

　浅田次郎の文学碑は日本で一つしかない

貴重なものである。
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相
そ う ま い

米　慎
し ん じ

二
【生没年】

1948年（昭和23年）１月13日－2001年（平成13年）９月９日

【本学との関係】

1971年（昭和46年）文学部中退

【代表作または受賞歴、経歴など】

1981年　『セーラー服と機関銃』で1982年邦画興行成績　第１位

1985年　『台風クラブ』で第１回東京国際映画祭　ヤングシネマ部門　大賞受賞

1998年　『あ、春』で キネマ旬報　1999年度日本映画ベストテン　第1位および 

ベルリン映画祭　国際批評家連盟賞受賞　等

　岩手県盛岡市生まれ。中央大学を中退後、助監督として日活と契約。初監督作品は、薬

師丸ひろ子、鶴見辰吾主演の『翔んだカップル』（1980年）。この作品で既に相米監督の

代名詞ともいえるワンシーン・ワンカットの長廻しが随所に見られる。続けて『セーラー服と機関銃』を発表。前作同様に薬師丸ひ

ろ子を主演に迎えたこの作品は、折からの薬師丸ひろ子ブームも重なり大ヒットを記録する。1985年、『台風クラブ』にて第１

回東京国際映画祭　ヤングシネマ部門大賞受賞。新人、子役の瑞々しい演技を惹き出す相米監督の演技指導は定評があった。

　その後『お引越し』（1993年）、『夏の庭　The Friends』（1994年）等の作品を発表。

　1998年、久しぶりに相米作品への出演となった佐藤浩市と斉藤由貴を主演に迎えた異色のホームドラマ『あ、春』が、キネマ旬

報日本映画第1位となる。

　2001年、『風花』（小泉今日子、浅野忠信主演）を発表。いよいよ円熟期を迎え、相米監督の新たな展開を感じさせる作品であっ

たが、2001年９月９日に肺癌のため53歳で死去。その早過ぎる死を悼む声は多い。

『翔んだカップル』（1980年）　申請番号：20311 『セーラー服と機関銃』（1981年）　申請番号：20312

『魚影の群れ』（1983年）　申請番号：20309 『台風クラブ』（1985年）　申請番号：20310

『光る女』（1987年）　申請番号：20319 『風花』（2001年）　申請番号：20308

鷹
た か は

羽　狩
し ゅ ぎ ょ う

行
【生年月日】

1930年（昭和５年）10月５日

【本学との関係】

1953年（昭和28年）法学部卒業

【代表作または受賞歴、経歴など】

1965年　第一句集『誕生』で俳人協会賞受賞

1974年　第三句集『平遠』で芸術選奨文部科学大臣新人賞受賞

1976年～毎日新聞俳壇選者

2001年　海外吟『翼灯集』、句集『十三星』で毎日芸術賞受賞

2002年　旭日小綬章受勲

2008年　句集『十五峯』で蛇笏賞と詩歌文学館賞受賞

　1930年山形県新庄市生まれ。本名高橋行雄。山口誓子・秋元不死男に師事。戦後の俳人として登場した狩行の俳句は、明晰な知的構成、

詩的操作の冴え、抒情性、斬新な視点、独創的な比喩と評され、常に俳壇の第一線で活躍する。

　少年期を広島県尾道で暮らした狩行は、尾道商業在学中の15歳の時に校内俳誌『銀河』に投句、入選をきっかけに恩師・新開千晩から

俳句を学び始める。その後、千晩に借りた山口誓子の『激浪』を読み誓子一辺倒となり、1948年には山口誓子主宰『天狼』創刊とともに入

会、1954年に秋元不死男主宰『氷海』の同人となる。1959年より誓子命名の本名「たかはし・ゆきお」をもじった俳号・鷹羽狩行（たかは・

しゅぎょう）を用い、1960年に第11回天狼賞を受賞し同人となり、1965年、第一句集『誕生』で俳人協会賞を受賞する。誓子は『誕生』

の序文で、＜みちのくの　星入り氷柱　われに呉れよ＞の一句を挙げ、「ほんとうに心が優遊し、言葉もそれに伴つて優遊してゐる」と褒

め讃える。1970年に発表の訪米作品＜摩天楼　より新緑が　パセリほど＞は、海外俳句の草分け的作品として話題を呼ぶ。1976年

より毎日新聞俳壇選者に、また1978年には『狩』を創刊し主宰となる。2001年、16カ国の海外吟を収めた『翼灯集』で毎日芸術賞受賞。

2002年より俳人協会会長に就任し、2008年、『十五峯』で俳壇の最高峰といわれる蛇笏賞を受賞、現在も俳壇の第一人者として活躍す

る。

　本学図書館では、著書の自筆サイン入り本数点の他、『俳句』18巻1号（1969.1）掲載の自筆原稿「「現代の作家たち」に期待するもの」

を所蔵している。

提供：毎日新聞社

提供：㈲ムスタッシュ

映像言語メディアラボで所蔵している相米慎二監督作品
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JDreamⅡとは
　JST科学技術振興機構が提供する、科学技術や医学・薬学関係の国内外文献情報を手軽に検索できるデータベースです。収録文
献は約5,300万件で、科学技術の全分野にわたり網羅的に収録されています。特に国内で発表された論文に強く、シソーラスの統
制語を利用して漏れのない検索が可能です。また日本語以外の言語で書かれた論文についても日本語で検索ができ、抄録（研究の概
要）も日本語で読むことができます。他にも、情報源が明確で信頼できる情報であることから、参考文献作成にも利用できます。

使い方
１． 学内LANに接続しているPCであれば、どこからでも利用できます。（※ただしVPNは不可）データベース検索【http://

www2.chuo-u.ac.jp/library/databasetop.htm】ページの雑誌記事目次情報の項目から接続してください。
２． 『IP接続でJDreamⅡ』を選択します。次のログイン画面で表示される名前の欄には、適当な文字列を入力してログインしてく

ださい。！氏名など個人情報は入力しないでください！
※　同時接続は20人までです。データベース選択のページに移らない時は、しばらく時間をおいてから再接続してください。

≫データベース選択
　基本は、医療系を含む科学全般を集めた『科学技術全般ファイル』の全年代を対象とした

『JST PLUS＋JST7580』を選択すると良いでしょう。JSTPatMでは上記に加えて特許情
報も検索することができます。
　データベースを選択したら、シンプルモードまたはコマンドモードのどちらかを選択して
クリックします。
●シンプルモード… ほとんどの機能をプルダウンやクリックで利用できる。検索サイト等の

検索に慣れた人、初心者向き。
●コマンドモード… フィールドコードや演算子を用いて検索式を作成でき、より複雑な検索

が可能。詳しく利用したい人向き。

≫ 検索方法（シンプルモード）
　検索語を入力して、検索ボタンをクリックします。
　キーワードの他に、論文のタイトルや著者名（著者名の場合はフルネームを入力）、資料名

（雑誌のタイトル）などを検索の対象としてプルダウンメニューから選択できます。
　検索結果の画面では、ヒットした論文のタイトルリストは下部に表示されます。青字のタ
イトルをクリックすると、論文の詳細情報を見ることができます。

※　 検索結果が１万件を超えると一覧表示ができません。絞り込み検索等で検索結果が　
１万件未満になるよう工夫してください。

※　 カタカナとひらがな、難読漢字のひらがな表記や米英での綴りの違いなど、“表記のゆ
れ”は区別されずまとめて検索されます。

　詳細画面表示では、選択した論文の詳細情報と、抄録を確認することができます。抄録と
は研究の概要のことです。この部分を読んで、自分の研究に必要な論文かどうか判断しま
す。

※　 記事下部にある、シソーラス用語（統制語）を使って
検索をすると、より精度の高い検索が可能です。普段
使用している語句がどのように表現されているか、
チェックしてみるのも良いでしょう。

≫本文が読みたいと思ったら
　読みたい論文が決まったら、その論文が掲載されている雑誌が中央大学にあるかどうか調べ
ましょう。中央大学図書館の蔵書検索システム：CHOIS【http://www.library.chuo-u.ac.jp/
opac/】では、資料名（雑誌のタイトル）またはISSNのいずれかでしか検索できませんので注意
してください。
　また雑誌には年次や巻号があります。年代によっては所蔵している場所が図書館ではない、ま
た欲しい巻号が欠号して入手できないといった場合もありますので、巻号ページ（発行年月日）
も必ずチェックしておきましょう。中央大学では入手できなくても、他大学から有料で取り寄せ
る事が可能な場合もあります。困った時は、ぜひ図書館のレファレンスカウンターに相談してく
ださい。

JDreamⅡの検索にはいくつかの決まったルールがあります。また、ここには紹介しきれない便利な機能も沢山あります。詳しい
使い方については、以下のページをご覧ください。
『オンラインヘルプ/検索ガイド』http://pr.jst.go.jp/jdream2/manual.html

■ Library Navigator Library Navigator Library Navigator Library Navigator Library Navigator Library Navigator Library Navigator Library Navigator ■

■ Library Navigator Library Navigator Library Navigator Library Navigator Library Navigator Library Navigator Library Navigator Library Navigator ■

Library NavigatorLibrary Navigator
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著者名 書名 出版社 配置場所 請求記号

青木　和夫　（文学部） 
丹治　竜郎　（文学部） 
安藤　和弘

著 知っておきたいイギリス文学 明治書院 開架・中央 930.2/A53

浅野　孝夫　（理工学部） 著 離散数学：グラフ・束・デザイン・離散確率　（ライブラリ情報学コア・テキスト 2） サイエンス社
中央 
理開

410/A87 
007.08/R12

阿部　泰隆　（総合政策学部） 著 行政法の進路 中央大学出版部 開架・中央 323.9/A12
安念　潤司　（法務研究科）　
ほか

編著 論点日本国憲法：憲法を学ぶための基礎知識 東京法令出版 開架 323.14/A49

池田　雄一　（名誉教授） 著 中国古代の律令と社会　（汲古叢書 78） 汲古書院 開架・中央 222.03/I32
石井　正敏　（文学部）
荒野　泰典 ,  村井　章介

編 倭寇と「日本国王」　（日本の対外関係 4） 吉川弘文館 開架・中央 210.18/N77

石井　正敏　（文学部）
荒野　泰典 , 村井　章介

編 近世的世界の成熟　（日本の対外関係 6） 吉川弘文館 開架 210.18/N77

石山　文彦　（法学部） 編 ウォーミングアップ法学 ナカニシヤ出版 開架・中央 321/I83
久保　文明
東京財団現代アメリカ・プロジェクト
泉川　泰博　（総合政策学部）

編著 
 

執筆
オバマ政治を採点する 日本評論社 開架 312.53/Ku11

大杉　謙一　（法務研究科）
中東　正文 , 石綿　学

編 M&A 判例の分析と展開　2　（金融・商事判例 別冊） 経済法令研究会 開架・中央 325.247/N95

大貫　裕之　（法務研究科）
土田　伸也　（法務研究科）

著 行政法：事案解析の作法 日本評論社 開架・市ヶ谷 323.9/O68

ミシュレ

大野　一道　（経済学部）

著 
責任
編集

16 世紀：ルネサンス　（フランス史 3） 藤原書店 開架・中央 235/Mi13

早瀬　保子
大淵　寛　（名誉教授）

編著 世界主要国・地域の人口問題　（人口学ライブラリー 8） 原書房 開架 334.3/J52

大淵　博義　（商学部） 著 国税の常識　第 13 版　（知っておきたい） 税務経理協会 開架・中央 345/O19
ジョナサン・ドーソン
緒方　俊雄　（経済学部）
松谷　泰樹 , 古橋　道代

著 

訳
世界のエコビレッジ：持続可能性の新しいフロンティア　（シュマッハー双書） 日本経済評論社 開架 601/D47

奥島　孝康
落合　誠一　（法務研究科）

編 別冊法学セミナー　no.204・205　新基本法コンメンタール　会社法 1・2 日本評論社
中央 

雑誌コーナー
Z32/B8

小野　潮　（文学部） 著 知っておきたいフランス文学 明治書院 開架・中央 950.2/O67
金井　貴嗣　（法務研究科）
川濱　昇 , 泉水　文雄
河谷　清文　（法学部）ほか 

編著
 

著
ケースブック独占禁止法　第 2 版　（弘文堂ケースブックシリーズ） 弘文堂 開架・中央 335.57/Ka44

金井　貴嗣　（法務研究科）
川濱　昇 , 泉水　文雄

編 独占禁止法　第 3 版 弘文堂 開架・中央 335.57/Ka44

ジョン・ロールズ
川本　隆史 , 福間　聡
神島　裕子　（商学部）

著 

訳
正義論　改訂版 紀伊國屋書店 開架・中央 321.1/R18

河合　忠彦（戦略経営研究科）
中央大学ビジネススクール

著 
編

ホンダの戦略経営：新価値創造型リーダーシップ 中央経済社
開架 

戦略経営
537.09/Ka93

河合　久　（商学部）
櫻井　康弘 , 成田　博
堀内　恵　（商学部）

著 コンピュータ会計システム入門 創成社 開架・中央 336.9/Ka93

岸田　知子　（文学部） 著 漢学と洋学：伝統と新知識のはざまで　（阪大リーブル 024 . 懐徳堂） 大阪大学出版会 開架 402.105/Ki57

木田　元　（名誉教授） 著 闇屋になりそこねた哲学者　（ちくま文庫　き -32-1） 筑摩書房
開架 
中央

ちくま文庫 / き -32-1
289/Ki12

木田　元　（名誉教授） 著 反哲学入門　（新潮文庫 8960 ; き -33-1） 新潮社
開架 
中央

新潮文庫 / き -33-1 
130/Ki12

木田　元　（名誉教授） 著 私の読書遍歴：猿飛佐助からハイデガーへ　（岩波現代文庫 社会 ; 203） 岩波書店
開架 
中央

岩波現代文庫 /S-203 
019/Ki12

アレクサンダー・ヴェルナー
喜多尾　道冬　（名誉教授）

著 カルロス・クライバー：ある天才指揮者の伝記　下 音楽之友社 開架 762.34/Kl4/W59

金原　左門　（名誉教授） 著 相模の美酒と福澤諭吉：「近代化」のビジョンを求めて 日本経済評論社 開架・中央 289/F85/Ki41
毛塚　勝利　（法学部）
連合総合生活開発研究所

編 企業組織再編における労働者保護：企業買収・企業グループ再編と労使関係システム 中央経済社 開架・中央 366.3/Ke67

小島　武司　（名誉教授） 編 ブリッジブック裁判法　第 2 版　（ブリッジブックシリーズ） 信山社出版 開架・中央 327.1/Ko39

丹後　俊郎
小西　貞則　（理工学部）

編 医学統計学の事典 朝倉書店 理開 490.19/Ta86

小林　謙一（文学部） 著 縄紋文化のはじまり：上黒岩岩陰遺跡　（シリーズ「遺跡を学ぶ」 070） 新泉社 開架・中央 210.02/Ko12

今野　浩　（理工学部） 著 スプートニクの落とし子たち：理工系エリートの栄光と挫折 毎日新聞社 開架・中央 402.1/Ko75

阪口　修平　（文学部） 編著 歴史と軍隊：軍事史の新しい地平 創元社 開架 392.3/Sa28

佐々木　信夫　（経済学部） 著 道州制　（ちくま新書  873） 筑摩書房 開架 ちくま新書 /873
眞田　芳憲　（名誉教授） 

中央学術研究所

著 
編集
責任

人は人を裁けるか　（アーユスの森新書 002） 佼成出版社 開架・中央 326.4/Sa61

眞田　芳憲　（名誉教授） 編 生と死の法文化　（法文化 ( 歴史・比較・情報 ) 叢書 9） 国際書院 開架・中央 320.4/Sa61
甲斐　克則 , 川端　博 
椎橋　隆幸　（法学部） 
堤　和道　（総合政策学部） 
長井　圓　（法務研究科） 
只木　誠　（法学部） 
曲田　統　（法学部） 
中野目　善則　（法務研究科） 
柳川　重規　（法学部） 
藤本　哲也　（法学部）

執筆 
・編 

 
 
 

執筆 
 
 

立石二六先生古稀祝賀論文集 成文堂 開架・中央 326/Ka91

椎橋　隆幸　（法学部） 著 刑事訴訟法の理論的展開　（学術選書 34 . 刑事訴訟法） 信山社 開架・市ヶ谷 327.6/Sh32

清水　元　（法務研究科） 著 物権法　第 2 版　プログレッシブ民法 成文堂 開架・中央 324.2/Sh49

宇野　亨,白井　宏　（理工学部） 共著 電磁気学 コロナ社 中央・理工 427/U77

　　新収資料紹介　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
①教職員著作目録　2010.8 － 2010.12 配架図書一覧（　　　）は所属学部等
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貴重書・準貴重書の利用について
貴重書、準貴重書の閲覧は館長の許可を要するため、事前の手続が必要です。
詳しくは中央図書館２階カウンターにお問い合わせください。
なお、大学院生は指導教員の推薦状が、学部学生は指導教員の同伴が必要となります。

②中央大学関係資料目録　2010.8 － 2010.12　（貴重書・準貴重書指定）

著　　　　　者 作　　品　　名 請求番号
石原　八束　（法学部卒、大学院法学研究科修了） 飯田蛇笏 910.26/I26/I74
北方　謙三　（法学部卒） 眠りなき夜 913.6/Ki65
小杉　天外　（英吉利法律学校） 波やり唄 913.6/Ko89
平井　和正　（法学部卒） 虎は目覚める　（ハヤカワ・SF・シリーズ） 913.6/H64
山本　松之助 ( 笑月 )* 謡曲座右抄 768.4/Y31
和田　芳恵　（法学部卒） 塵の中 913.6/W12

* 配置場所は２ヶ所までとした

著者名 書名 出版社 配置場所 請求記号
杉浦　宣彦（戦略経営研究科）
決済研究プロジェクトチーム

著 決済サービスのイノベーション：資金決済法で変わるビジネス・生まれるビジネス ダイヤモンド社 開架・中央 338.57/Su48

エルンスト・カッシーラー 
須田　朗（文学部）
宮武　昭（文学部）
村岡　晋一（理工学部）

著 

共訳
 

認識問題：近代の哲学と科学における　1・2-1・2-2 みすず書房 開架・中央 134.834/C25

高橋　宏志（法務研究科）
高田　裕成

編 民事訴訟法判例百選　第 4 版　（別冊ジュリスト　46 巻 3 号　No.201） 有斐閣
中央

雑誌コーナー
Z32/B10

片岡　信之 , 齊藤　毅憲
髙橋 由明　（商学部）　ほか

共編著 経営・商学系大学院生のための論文作成ガイドブック　改訂版 文眞堂 開架 335/Ka83

イアン・クラーク
滝田　賢治　（法学部）

著
訳

グローバリゼーションと国際関係理論：グレート・ディヴァイドを超えて 中央大学出版部 開架・中央 319/C76

馬田　啓一 , 木村　福成
田中　素香（経済学部）

編著 検証・金融危機と世界経済：危機後の課題と展望 勁草書房 開架・中央 333.6/U63

田中　素香（経済学部） 編著 世界経済・金融危機とヨーロッパ 勁草書房 開架 332.3/Ta84
田中　洋（戦略経営研究科）
リサーチ・ナレッジ研究会

編著 
著

課題解決 ! マーケティング・リサーチ入門：プロに学ぶ「市場の事実」「消費者の心理」
「商品の可能性」の調べ方

ダイヤモンド社 開架・中央 675.2/Ta84

遠山　亮子（戦略経営研究科）
野中　郁次郎 , 平田　透

著 流れを経営する：持続的イノベーション企業の動態理論 東洋経済新報社 開架・中央 336.6/N95

冨田　俊基（法学部） 著 国債累増のつけを誰が払うのか 東洋経済新報社 開架・中央 343/To58

永見　文雄（文学部） 著 菩提樹の香り：パリ日本館の 15 カ月 中央大学出版部 開架 289/N15
野村　修也（法務研究科）
中東　正文

編 M&A 判例の分析と展開　1　（金融・商事判例 別冊） 経済法令研究会 開架・中央 325.247/N95

栗山　尚一
服部　龍二（総合政策学部）
中島　琢磨 , 江藤　名保子

著 

編
沖縄返還・日中国交正常化・日米「密約」：外交証言録 岩波書店 開架・中央 319.1022/Ku69

大野　春雄
姫野　賢治（理工学部）
西澤　辰男 , 竹内　康

編著 

著
新土なぜなぜおもしろ読本

ナノオプトニクス・エナジー出版局
近代科学社 ( 発売 )

中央 511.3/O67

廣岡　守穂（法学部）
木本　喜美子 , 西山　昭彦

編著 貴女 ( あなた ) を輝かせるキャリアデザイン 中央大学出版部 開架・中央 366.35/H71

ロバート・J・ケリー
藤本　哲也（法学部）

著 
監訳

アメリカ合衆国における組織犯罪百科事典：カポネ時代のシカゴから新たな都市暗黒
街時代まで　（日本比較法研究所翻訳叢書 59）

中央大学出版部 開架・市ヶ谷 368.5/Ke33

古田　直紀（理工学部） 著 これならわかる機器分析化学：電磁波を用いる分光分析 三共出版
理開

理開指定
433/F94

細野　助博（総合政策学部） 著 コミュニティの政策デザイン：人口減少時代の再生ソリューション 中央大学出版部 開架 318/H95

本田　純一（法務研究科） 著 債権各論　（新・論点講義シリーズ 8） 弘文堂 開架・中央 324.5/H84

升田　純（法務研究科） 著 判例にみる損害賠償額算定の実務 民事法研究会 開架・市ヶ谷 324.55/Ma66

池尾　恭一 , 青木　幸弘
松下　光司（戦略経営研究科）ほか

編
執筆

日本型マーケティングの新展開 有斐閣
開架

戦略経営
675.2/I34

松野　良一（総合政策学部） 監修 戦争を生きた先輩たち：平和を生きる大学生が取材し、学んだこと 1・2 中央大学出版部 開架・中央 916/Ma84

尾上　伊知郎 , 恩藏　直人
三浦　俊彦（商学部）ほか

編著 ベーシック・マーケティング：理論から実践まで 同文舘出版 開架・中央 675.2/O67

エルンスト・カッシーラー
山本　義隆
村岡　晋一（理工学部）

著 

共訳
ヘーゲルの死から現代まで　（認識問題：近代の哲学と科学における 4） みすず書房 開架・中央 134.834/C25

森信　茂樹（法務研究科）
金融税制研究会

編著 
著

金融所得一体課税の推進と日本版 IRA の提案
金融財政事情研究会
きんざい ( 販売 )

開架・中央 345.3/Mo59

森信　茂樹（法務研究科） 著 日本の税制：何が問題か 岩波書店 開架・市ヶ谷 345.21/Mo59

山口　真美（文学部） 著 美人は得をするか「顔」学入門　（集英社新書 0558G） 集英社 開架 集英社新書 /0558-G

山田　昌弘（文学部） 編著 「婚活」現象の社会学：日本の配偶者選択のいま 東洋経済新報社 開架・中央 367.4/Y19
「トピックからはじめる法学」
編集委員会
山田 八千子（法務研究科）

 
編 

執筆
トピックからはじめる法学 成文堂 開架・中央 321/To65

横田　洋三（法務研究科） 編 国際社会と法：国際法・国際人権法・国際経済法 有斐閣 開架・中央 329/Y78

吉見　義明（商学部） 著 日本軍「慰安婦」制度とは何か　（岩波ブックレット no. 784） 岩波書店 開架・中央 210.7/Y91

若林　茂則（文学部）
白畑　知彦 , 村野井　仁 

共著 詳説第二言語習得研究：理論から研究法まで 研究社 開架・中央 807/Sh81

和田　重司（名誉教授） 著 資本主義観の経済思想史 中央大学出版部 開架・中央 331.2/W12
渡部　裕亘（名誉教授）
北村　敬子（商学部）
石川　鉄郎（商学部）

編著 テキスト上級簿記　第 3 版 中央経済社 開架 336.91/W45

* 長谷川如是閑の実兄


